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マイナンバー情報の警察への提供を許すな！

保育士確保にはさらなる処遇改善が必要

国の安上がり介護から市民の生存権を守れ

借上げ市営住宅は期限満了後も契約続行を確約！

パチンコ・ラブホテルなどの規制条例で
住環境の向上を

マイナンバー情報の警察への提供を許すな！
高木　健（教育環境常任委員）

　松戸市の委任を受けてカード発行手続きを行っているJ-LISが警察に個
人情報を提供していた事が国会質問で明らかになりました。松戸市の情
報は「提供したとは聞いていない」といいますが、そもそも市の判断無
く勝手に提供できる事が問題です。制度を改めるべきと強く訴えました。

その他の質問項目

●民間バスにシルバーパス制度を　●高齢者向け住宅政策の充実を
●北部市場跡地は住民を交えた協議を　●北小金駅外階段に屋根の
設置を　●幸田中金杉６差路と小金交番前交差点の早期改修を

たかぎ けん

保育士確保にはさらなる処遇改善が必要
山口　正子（健康福祉常任委員）

　保育士の獲得競争が激しくこの６月保育士不足で定員まで受け入れで
きない市内保育施設が数か所あることがわかり、市独自の処遇改善と併
せて県の新たな保育士給与補助制度の利用で保育士確保を行うよう求め
ました。

その他の質問項目

●待機児童と年度途中の保育所入所対応　●市立病院の利用者サービ
ス向上の取り組みと退院後の療養先　●在宅医療と介護連携事業の現
状及びかかりつけ医の周知　●スクランブル交差点及び地下道出入口
の安全対策　●コミュニティバス運行への住民の意見反映

やまぐち まさこ

国の安上がり介護から市民の生存権を守れ
高橋たえ子（建設経済常任委員）

　「認知症の妻を虐待する夫」「特養ホームに入所の要介護５の夫の食費、
部屋代の負担」など、困難を抱える市民の厳しい実態が待ったなしです。
市に対し、「国のお先棒を担ぐのでなく、早急に実態を調査し、憲法25
条（生存権）に基づく公的制度の充実を貫くよう」強く求めました。

その他の質問項目

●「ヒバクシャ国際署名」に市長も取り組みを
●市民センターへのエレベーター設置計画（5か所）を示せ
●低地部（栄町西・上矢切）の水害対策について

たかはし 妙子

借上げ市営住宅は期限満了後も契約続行を確約！
平田きよみ（教育環境常任委員）

　三ヶ月、日暮、八柱など市が民間から20年契約で借り上げている住宅
の期限満了が迫り、入居者から不安の声が多数寄せられていたことから、
市の対応を質しました。市は「住宅セーフティネット等の観点から、今
後も市営住宅として契約を継続していく」と答弁しました。

その他の質問項目

●道徳教育は子どもの内心の強制につながらない配慮を　●実効ある
教職員の多忙化解消を　●学校教育におけるPTAの意義と役割につ
いて　●今後のごみ処理計画の進捗状況は

パチンコ・ラブホテルなどの規制条例で
住環境の向上を うつの史行（総務財務常任委員）
　「通学路から200ｍ以内のパチンコ建設は認めない」…芦屋市は子ど
もの教育環境を守る条例をつくり、パチンコ・ラブホテルはゼロです。
他市でも条例づくりがすすみますが、松戸は通学路にパチンコ店が乱立
する状態です。規制条例をつくり、名実ともに「子育て日本一」を目指
すべきと求めました。

その他の質問項目

●東部支所の移転後の跡地に児童館を　●「生活の場」としての学童
の充実を　●子どもを犯罪から守る対策を　●国保料の引き下げを
●生活保護者に適切な支援を

宇津野 ふみゆき

　

先
の
都
議
選
で
自
民
党
に
厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
ま
し

た
。
過
去
最
低
議
席
と
い
う
歴
史
的
大
敗
に
は
、「
森
友
・

加
計
学
園
疑
惑
」
や
「
共
謀
罪
」
法
の
強
行
な
ど
、
民
意

無
視
の
国
会
運
営
に
、
国
民
の
怒
り
が
沸
点
を
超
え
た
と

い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
た
だ
す
よ
う
国

に
求
め
た
意
見
書
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

「
森
友
・
加
計
問
題
」
は
、
安
倍
首
相
の
友
人
で
あ
る

学
園
理
事
長
ら
に
便
宜
を
図
り
、
国
の
財
産
の
『
私
物

化
』
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
内
部
文
書
を
告
発
し
た
前
川

前
事
務
次
官
に
対
し
て
、
政
府
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
攻
撃
し
、
内
部
文
書
や
メ
ー
ル
を
「
怪
文
書
だ
」
と

言
っ
て
否
定
し
続
け
ま
し
た
。「
森
友
」
疑
惑
で
安
倍
首

相
は
、「
関
与
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
総
理
も
国
会
議
員
も

や
め
る
」
と
発
言
し
、
「
加
計
」
疑
惑
で
は
「
働
き
か
け

て
決
め
て
い
れ
ば
責
任
を
取
る
」
と
言
明
し
て
い
ま
す
が
、

政
府
は
責
任
の
が
れ
に
終
始
し
、
疑
惑
を
葬
り
去
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

「
共
謀
罪
」
は
、
警
察
の
判
断
で
「
一
般
人
も
犯
罪
者

に
一
変
す
る
危
険
が
あ
る
」
と
尾
行
や
盗
聴
な
ど
の
国
民

監
視
を
合
法
化
す
る
も
の
で
、
国
連
の
人
権
理
事
会
か
ら

も
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
表
現
の
自
由
を
不
当
に
制
約
す

る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
権
に
反
対
す
る
国
民
を

「
こ
ん
な
人
た
ち
」
と
言
い
放
っ
て
敵
視
し
、
民
主
主
義

の
ル
ー
ル
も
無
視
し
て
突
き
進
む
安
倍
政
権
か
ら
、
平
和

憲
法
と
民
主
主
義
を
守
り
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
か
ら
も
「
森
友
・
加
計
問
題
」
の
真
相
究
明
や

「
共
謀
罪
」
の
廃
止
を
求
め
る
声
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
か
ら
国
へ
と
、
市
民
の
声

を
届
け
よ
う
」
と
提
案
し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
が
数

の
力
で
討
論
も
し
な
い
ま
ま
に
否
決
。
市
民
の
怒
り
の
声

に
ふ
た
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
市
民
の
代
表
で
あ
る

議
員
と
は
何
か
」
が
、
国
会
で
も
市
議
会
で
も
鋭
く
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
森
友
・
加
計
」「
共
謀
罪
」の
意
見
書
を
否
決

　
自
民
・
公
明
に
市
民
の
怒
り
広
が
る

松
戸
で
も
審
判
を

2017年
6月議会

平和 暮らし 福祉 教育平和 暮らし 福祉 教育

ぶれず弛まず市民と共にぶれず弛まず市民と共に
たゆたゆ




